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（本稿は， .Arya-Vimuktasena:「Abhisamayala:rpkara-Vrtti」の翻訳であり，

前稿（「文化」第45巻第 3・4号所載）を承ける。翻訳の底本として， C.Pensa ed. 

「L'Abhisamayala:rpkara-vrttidi Arya-Vimuktisena」1967を用い，チペット

語訳 (D.No. 3787, P No. 5185), N. Dutt ed「ThePaiicavi:rpsatisahasrika 

Prajfiaparamita」，そのチベット語訳 (DNo. 3790, P No.5188), 更に，経部

所収「二万五千頌般若」 (DNo. 9, P No. 731), 玄哭訳「大般若波羅蜜多経」

第二会（大正 7)等を対照した。）

s. 順決択分 (nirvedhabhagiya)
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順決択分を述べよう。一体，これらについて何が云われるべぎかというなら

ば，声聞などよりも四つの点で勝れていると云えるであろう；所縁の殊勝，行

相の殊勝，因の殊勝，摂持 (sa:rμparigraha) の殊勝である。後に（第五章で）

述べるであろう見道と修道とにおいて断ぜられるべぎ所取と能取の四種分別と

（この順決択分と）の関連も述べなければならない。順決択分のいずれにいず

れの分別が対置されるかということ).'それぞれの下・中・上位の区別も述べ

なければならない，というならば，そのために二1易が説かれる。

救済者・菩薩には，所縁の故に，行相の故に，因の故に，媛などが各自に応

じて四種分別と関連して，上・中・下位に分かれたものとして，声聞・独覚

達より勝れた（順決択分）がある。 //25,26// (l) 

この様に（前述の）教授・教誠の行を持つ者には，聞・思・修によって信な

どの特相を持つ順解脱分の最勝に達した善根から，修習所成の媛位 (ii!?magata)

(1) 
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といわれる順決択分の善根が生ずる。 無分別智の火が（生ずる）前兆の相であ

るから， 媛位である。それから， 頂位(miirdhagata)。 それから(p. 54)忍位

(k$antigata)。それから世第一法位(laukikagradharma)がある。

媛の下品に関して， 所縁の殊勝性は四聖諦の非常 (anityata)などの行相を

所縁とするからである。、行相の殊勝性は苦と集の二諦の無執着(anabhinivesa)

などが行相であるからである。これに 関する経（文）は「長老舎利子よ， こヽ

で菩薩摩詞薩は， 色は無常である， 色は苦である， 色は空である，色は無願で

あると貪著し， 依住し， 了知する， これが， 長老舎利子よ， 菩薩摩詞薩の随順

的な法に対する渇愛であり過失である。……」と(2)説かれる。以上が先ず，苦

諦（に関する）所縁と行相の殊勝性である。

集諦（に関する）所縁と行相の殊勝性は，「同様に色は捨てられるべぎ で あ

ると， これにより色が捨てられるべぎことに貪著し，(3)」と説かれる。 そ のう

ち， 苦・集二諦は無常をもって所縁とする。無貪著などをもって行相とする。

何を述べるのか？ 実に声聞は質凝などの 特相の事物を縁ずる。それは無常な

どの諸行相を持つ， 何故なら我見に対する能対治であるからである。更に菩薩

は無常などの特相の事物を縁ずる。それは 無貪著などを行相とする， 何故なら

法見に対する能対治であるからである。こ>で 無相などを述べないのは， 流転

門に依って二諦を述べようとしたからである。 無相は大乗における滅と道の二

諦の行相であるからであって，何でも無相がある通によって分別の相として否

定排除されるとせられるからである。 しかるに， 寂静の行相 をもって無相があ

ると説かれる， それは 事物の相に関連する声聞道に依るものであるから， これ

はそれと矛盾しない。無貪著などが行相であると 説かれる， こ �vこ観察せられ

る。もし先ず貪著のないことが無貪著であるというなら， その 様 な場合には

（それが）ないのであるから能対治としては理に合わない。そこで， 何で も 貪

著がなければ眼などに関して過失が附随するというなら， 所対治のあるが如く

にその様に貪著がある。能対治のあるが 如くにその様に無貪著がある。 どの様

(2) 
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に所対治が (p.55)あるか，というと，丁度非諦の分別により等起した有と非有

との二つの把握がある様にである。どの様に能対治があるか，というと，丁度

その両者がない様にである。また，どの様にその両者の非有があるのか，とい

うと，まさにすぐ後に説かれよう，「長老舎利子よ，もし，その非心ということ

に関して，存在性あるいは非存在性が存在しないあるいは知覚されないならば，

しからば非心なる心，それがあるのか（ないのか）という質問（自体），理に合

うものだろうか（ない）といわれる。それによって建立することも，知ること

もない。 (4)」と云われる。

滅と道の二諦に関して，媛位の所縁と行相の殊勝性について「減はこの様に

作証されるべきである，これをもって滅は作証されるべぎである，道はこの様

に修せられるべぎである，と執着せずに……(5)」と説かれる。そのうち「この

様に」という（句）により四諦の各々の四行相が説かれ，「これにより」という

（句）によりその資糧となる諸菩提分が説かれるのである。こゞで，滅と道とは

無相解脱門を云うのである，（その）相とは三種である：雑染と清浄との諸法

に依止すべ彦また依止すべきでないとの執蒲の相と，行ずべぎまた行ずべぎで

ないことを（各々）学ぶと学ばないこととの依持の相と，布施などの諸波羅蜜

とその波羅蜜でないことなどに（関して）方便善巧と方便善巧でないとを了知

する相とである。これらと違背したものとして，無相を説くために，「これは

雑染である，これは清浄である，これらの法は依止されるべきものである，こ

れらは依止されるべきでない」，乃至「これは善巧方便である，これは善巧方

便ではない，と執着する，依持する，了知する。これが菩薩摩阿薩の随順的な

法の渇愛であり，過失である。……(6)」と説かれる。随順 (anuloma) は証得

の法に対する渇愛である。随応 (anukiila)は，随順の法 (anulomikidharma) 

の渇愛であり，過失しま煩悩の意味である。しかし証得の法に随応する渇愛ほ，

菩薩の頂の過失である，と云われる。これに関して「長老舎利子よ，菩薩摩詞

薩は六波羅蜜を行ずる場合に善巧方便を知らずに三解脱門に依止して声聞地と

(3) 
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独覚地に入らず菩薩の離生 (nyama)にも入らない， (p.56)これが菩薩の頂の

過失であると云われる。(7)」と説かれている。「また，菩薩の離生とは何か？

内空をもって外空を見ない」，乃至，各々（すべての）空性をもって相互に（空

性を見ないと）否定することによって説かれ，これによって自性の相を滅する

ことにより，減 (nirodha)(による）無相性を説くのである。道 (marga)もま

た，こゞでは無明である，と云われるのが，「この様に学ぶことにより，色を理

解すべぎである，それをもってまた慢心を起すべきではない」，乃至，「十八不

共仏法を理解すべ苔である（それをもってまた慢心を起すべきではない）」，乃

至，「菩提心を理解すべきであり，それらをもってまだ慢心を起すべきではな

ぃ(8)」と。この慢心の相の非有をもって道は無相である，と道諦の所縁の殊勝

性が述べられた。しかし，船（筏）の誓喩によりそれも捨て去られるべきもの

ではないのか？（即ち）「それは何故かというならば，その心は非心である，心

の自性は本性上浄明である (prakrti-svabhava)からである。 (9)」と説かれる。

単に有るとの施設にも耐えられずに「長老舎利子よ，では一体，その非心とい

うことに関して，存在性あるいは非存在性があるのか，知覚されないのか，と

説かれる（それらの）問いは不合理である (4)」から（と云わ）れる。では，こ

の非心とは何か？ というならば、「舎利子よ，では非心とは非変異のものな

のか，無分別なのか?(10)」，乃至，一切法は非変異であり無分別であることに

よって，非心が法性の異門であることを説き示すために，（経に説かれたので

ある）。

（以上）四諦の所縁と行相の殊勝性を説き了った。

媛位の因の殊勝性に関して，「声聞地においても，それは何故か？」と説か

れる。何でもこの様な特相をもった媛位（の因について），「即ち，この般若波

羅蜜において，三乗が詳細に説かれる，諸菩薩摩詞薩は（その三乗即ち）声聞

地 (p.57)独覚地，菩薩地を学習すべきである (11)」と，この様な特相を持った

媛位が三乗証得の因であると説かれている。

(4) 
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摂持 (sarp.parigraha)の殊勝性は，．善巧方便と善友を特相とするものである。

分別との相応関係は後に述べよう。

以上，先ず，媛の下位である。

（媛の）中位は，「世尊よ，私は色の増と減 (aya-vyaya)を知覚しないし見る

こともない (12)」，乃至，すべての佛とすべての法の真如との増・減を了納せず

見ないということをもって（媛中位の）所縁 (alambana)の殊勝性（が説かれ

る。すべての名称は非存在であるから，定住も定住のないこともないというこ

とによって，と（云われるのが）（媛中位の）行相 (akara)の殊勝性である。

そこで，煩悩を離れるから，遠離した (viviktasya)である。事物の減の故に，

寂静の（姐ntasya)である。自身不生であるから，不生起の (anutpadasya)で

ある。彼岸に超越しているから認知し難いので，非顕現の (apradurbhavasya) 

である。諸々の聖なる補特伽羅は前世得の不浄を離れているから，不染汚の

(asarp.klesasya)である。有情を知覚しないから， 不浄の (avyavadanasya)

である。諸々の聖法の因であるから，法界の (dharmadhato})) である。他の

ものに変容しないから，真如の (tatha ta ya}))である。無顧倒の極に達するか

ら，真実際の (bhiitakotel))である。如何なる聖者の作ったものでもないから，

法住性の (dharmasthitaya}))である。このうち，‘増’は生起，‘減＇は減であ

る。‘知覚しない，見ない＇の二句は無所縁の行相の修習であり，勝解して対

象とする（縁ずる）作意と，真意を見る作意とに関わるものであると知るべき

である。「世尊よ，何でも名称は，（定住的のものではありません）定住的でない

ものでもなく，定住を離れたものでもなく，（定住を離れないものでもありませ

ん）。それは何故かと申しますと，その名称は非存在のものですから， (13)」と

（説かれる）そのうち，定住性 (sthiti)は相続 (prabandha)に似たものである。

定住を離れた (vi~thiti) は相続に似ないものである。

（媛の）上位は「世尊よ，法の世俗的な施設 (sarp.ketikiprajftapti)即ち菩

薩という（言葉）は(14)」，乃至，詳しく「諸仏法と表現されるその名称が善と

(5) 
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して， あるいは不善として」， 乃至，「有として， あるいは非有として表わされ

るべぎものではない。即ち例えば夢」(p. 58)より， 乃至，「化作さ れたも の

(nirmi taka)」といわれる名称に到るまで，如何なるものをもっても表現されえ

ないものです」より，「菩薩摩阿薩はこの様に行ずる時に，心怯弱とならず，悔

過せず，怖長せず，驚怖しない等により，一切相智性に出離するでしょう。」と

までに（詳しく説かれる）。これは順解脱分とは如何なる違いがあるのか？

というと， 見道に極近い無間にという点である。 ii�magata (媛位）という，

gata という表現は下・中・上の三類を知らしめるため，あるいは，下根などの

補特伽羅の区別に関しても， これの所縁などの区別 (15) をしらしめるた め であ

る。 miirdhagata (頂位）なども同様であると云われるべきである。 しかるに，

媛位は四諦の十六行相を所縁として持つといわれ， 媛に基づいて頂があり， そ

の（行相） も同様である等と（説明される）。 それはどの様にあるのかというと，

hara (環略）と vihara (僧院）とが同じ特相のものかどうか， これはまった＜

別の発想 (prasthana) である様にである。媛位を説ぎ了った。

頂位を述べよう。これらの因と摂持との 殊勝性と， 分別との相応とは， 先の

様に理解すべきである。 忍位と世第一法位についても頂位と 同様であると（知

るべきである）。

そこで頂位の所縁の殊勝性に関しては 「世尊よ， 更に また， 菩薩を般若波羅

蜜を行ずる場合に， 色に住すべきではない (16)」， 乃至， 一切法に住することを

遮遣する旨が（説かれ）「それは何故か？ というならば，世尊よ，即ち色は色

として空である」，乃至， 諸法についてその状態を遮遣する，と（説かれている）。

（頂位の）行相の殊勝性は，「何でも色の空性それは色ではありません。 空性と

別に色があるのでもありません (17)」と，諸法とその空性とが相互にそれの自性

としての行相の区別をもって（説かれ）「それは何故かというと，色即ち空，空

即ち色と， 諸法とその空性とが 相互に（一）自性であると賛同する」ことをも

って（説かれている）。 そこで， 先の（色即ち空）により， 常住の辺を遮遣し，

(6) 
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後 (p.59) (空即ち色）により，断減の辺を遮遣する。更に，四諦に関して，苦

諦の場合に不住 (asthana)・所縁の殊勝性について「世尊よ，かの菩薩摩阿薩

は般若波羅蜜を行ずる場合に，色は無常であると住してはならない。(18)」乃至，

「色は寂静であると住してはならない」と詳しく（説かれ，）「それは何故かとい

うと，世尊よ，即ち色の無常性は無常性という自性として空であり，」と（説か

れている）。この場合，‘住する＇は，事物を所縁とする心 (cetas)が（それに）

依止することである。そこで，住することがない場合にその場合には太過の失

となろうというならば，無執著 (anabhinivesa)を説明した場合と同様にこ>

でも見られるべぎである。（頂位の）行相の殊勝性は：「世尊よ，無常性の空性

それは無常性ではない，空性と別に無常性があるのでもない」と（説かれ）；無

常性などとその空性とが相互にそれらを自性とする行相の殊勝性として；「それ

は何故かというと，即ち世尊よ，無常性即ち空性，空性即ち無常性」と（説か

れ），その両者が相互に一自性であると賛同することをもって（説かれている）。

そのうち，無常のものは非有のものである。苦なるものは不生のものである，

従って，無常性と苦性との両者と空性とは相互に一自性である。そうでなけれ

ば，有為法の共通相が無常性であり，有瀾法の共通相が苦性である，従ってそ

の一切の二共通相と空性との相互の遍充は矛盾するであろう。また，無常なる

遍計所執の妄分別された事物はまさに無常性であり，苦性はまさに苦である，

事物と空性との相互の遍充がまさに認められるから過失はない。

同様に，集諦に関して，因・集•生起・縁とその（集諦の）行相に依止した

所縁と（その）行相との殊勝性が述べられるべぎである。

減諦に関して，真如 (tathata)などに無住である（などの）所緑の殊勝性は

「般若波羅蜜を行ずるかの（菩薩）は真如に住すべきではない(19)」，乃至，「実

際 (bhutakoti)に住すべきではない，それは (p.60)何故かというと，即ち世

尊よ，真如は真如の自性として空性です」等と説かれる。そのうち，事物との

結びつきを離れた真如を思念して，それが自性上空性であると知るべきである

(7) 
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（何故なら）事物があればそれに（真如が）施設されるからである。（頂位の）

行相の殊勝性は，「世尊よ，真如の空性，それは真如ではありません。空性即ち

真如です(20)」等（と説かれる）。そのうち，「真如の空性，それは真如ではな

い」とは，（事物との）結びつきを離れた真如は施設されたものだからである。

また，「真如と別に空性があるのでもない」とは，施設されたものは勝義として

空性であるからである。そこで，変容しないという意味で tathata(真如）で

ある。邪見により作られたもの（それ）の能対治として su.nyata(空性）であ

る。区別して分けられないという意味で dharmata(法性）である。 dharma-

dhatu (法界）は先の如くである。一向 (aikantika) に出離するという意味で

dharmaniyamata (法の決定）である。 bhutakoti(実際）は先の如くである。

道諦に関して，無住・無現行の意味により所縁の殊勝性が「世尊よ，もし色

に住するならば彼は色の現行を行ずるのであって般若波羅蜜を行ずるのではな

い。 (21)」と，乃至，「それは何故かというと，現行を行じている時には般若波羅

蜜を把握していないのです……」と説かれている。行相の殊勝性は「それは何

故かというと，即ち世尊よ，色が把握されていないのです，色を把握していな

い場合に，それは本性上空性であるから色ではありません」と，色などを把握

しない場合にその状態を否定することによって（説かれている）。これは菩薩

摩詞薩の“一切法無把握"と名づける三昧輪 (samadhimaI)gala)である， と

いわれるのが頂位である。そしてまた，それぞれ別個の三昧衆を引発するから

maI)galaである。 vipula(広大）は法界広大であるからである。 puraskrta

（前に置く）は所縁と行相との殊勝性をもって前に在るからである。 apramaI)a-

niyata (無量として決定）は一切相智性に決定しているからである。すべての

声聞・独覚の及ばないところ (asarp.harya)であるとは如説の所縁と行相，因，

摂持の殊勝性によってである。一切法無把握とは無間の如く，「世尊よ，その一

切相智性は内空性によって把握されません……(22)」と説かれている。これが先

ず，頂の下位である。

(8) 
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（頂の）中位は： (p. 61)「何でもそれは何故かというと，即ち世尊よ，一切

相智性は相 (nimitta)として把握されるべぎではありません，何故なら，相ほ

煩悩（を生ずるもの）だからです。では一体，相とは何かというと，色が相で

あり，受が相であり……(23)」と（説かれる）。そのうち，色相は色の相であり，

それは無常である，あるいは常住であると行ずる場合には般若を行じていない

のです。」と（後に）説かれるからである。相は菩薩の煩悩であるから，無相が

所縁の殊勝性である：「またもしも般若波羅蜜を相として把握すべ巻であるな

らば，遊行者 SreIJ.ikaは（仏の）この教えを信ずるには到らなかったでしょ

う。 (24)」乃至，「彼は如何なる法も把握しない，（何故なら）相に対して無作意

であるからです。」と（説かれている）。行相の殊勝性は：「彼はその智を内なる

ものと見ない」，乃至，内等においてその智を見ないと否定する別の同義語に賛

同する行相の殊勝性が（説かれ），「それは何故かというと，一切法を能取しな

い，捨てない何でもそれが般若波羅蜜です。 (25)」との根拠の適用によって説か

れている。そこで， SreIJ.ikaの例えは彼が津梁 (tirthika)との接触により不信

仰であっても，専ら理解力のみによってその（教えの）意味を現に理解する証

人として知らしめるためである (26)。

（頂の）上位は，「更に，世尊よ，菩薩は般若波羅蜜を行ずる場合に，この般

若波羅蜜が如何なるものかを考察すべきであります， (27)」（即ち）色等の蘊界処

のうちの（いずれか）との意味である。「この般若波羅蜜は誰の，」（即ち）我

(atman)のあるいは法のかとの意味である。「この般若波羅蜜はどの様にある

のか，」（即ち）実か徳か作用か類かとの意味である。そして「法は存在せず，

知覚されない何でもそれが般若波羅蜜ですか」，乃至，すべての法の非存在と無

知覚ということをもってそれの自性を考察する（その）ことにより，所縁の殊

勝性が説かれている。行相の殊勝性は：「長老 (p.62)舎利子よ，色は存在しな

ぃ(28)」，乃至，「内空などの故に一切相智性は存在しない，知覚されない，この

様に行ずる菩薩摩討薩は心の倦退も後悔も怖長もないから，般若波羅蜜と不離

(9) 
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であると知るべきである。」と。 頂位(murdhagata)を説き了った。

忍（位）は一切法の無自性を所縁とするから，（その）所縁の殊勝性が「長老

舎利子よ， 色ほ色の自性を離れている (29) 」， 乃至， 「それは何故かというと，

長老舎利子よ， 色の 自性 は非存在である。」等と 説かれている。 1 特相 の 自 性

(lak$a]J.a-svabhava)と自性の特相 (svabhava-lak$aJJ.a) とは相互にその自性

を行相としているから， 行相の殊勝性が：「長老舎利子よ， 特相の自性 と 特 相

とは離れている， 自性も自性の特相と離れている。(30)」と説かれる。そのうち，

特相は共通(samanya)であり， 自性ほ別の特殊(anyo vise$al:i) である。 そ

の両者が相互に自性を異にしている場合には， 如何なるものにも如何なる特相

もない，（両者に）結合がない (asambandha) からである。 相互に随順する

(anyonyanugama)のであれば， 特相づけられるものと特相づける特相とを施

設建立することは理に適っている。 これが先ず， 忍の下位である。（忍の）中位

の所縁の殊勝性は， 一切法の不生と不出離(anirya]J.a)とであり，「長老舎利子

よ， 即ち一切法は不生・不出離である。(31)」と説かれ，「長老舎利子よ， 色は色

の自性として空であり， その生起も出離も知覚されない。」等と説かれる。異熟

生の清浄を得ることを行相とすることから， 行相の殊勝性が，「か（の菩薩） は

貪欲を伴った心を起こさない。 (32)」， 乃至， 一切の煩悩を伴った心を起さぬが故

に身などの清浄を証得するということをもって， 又， 化生のもの(upapaduka)

が他の国土に(p. 63)渡り， それを浄化し， 有情を成熟することをもって， 正

等覚まで， 仏と離れないということをもって 説かれている。 更に， その清浄は

三種の超過(samatikrama)にまとめられる（そのうちの）異熟の超過として，

「彼は一切相智性に漸近していく程に（次第に）， 身・語・心• 特相の各清浄を

証得する。」と説かれる。 悪趣の因の超過として，「彼は貪欲を伴った心を生ず

ることはない…… 」と説かれる。 退失（減少： parihaJJ.i)の超過として，「彼は

決して母胎に生まれることがない。 常に化生のものである…… (33) 」と説かれる。

（忍の）上位の所縁の殊勝性としての 一切法無相の加行は，「もし色を（常住と

(10) 
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して）行ずるならば，（それは）相 (nimitta) を行ずるのであって，般若波羅

蜜を行ずるのではない。もし色を常住あるいは無常として行ずるならば，相を

行ずるのであって， (34)」とより 乃至，「私は般若波羅蜜を打すると（して行ず

るならば，行うことを）所縁として行ずるのであって，（それは大菩薩の）方便

善巧であると知るべきです。」と説かれる。一切法に依らず勝解せず想を取ら

ない行相としての（忍の上位の）行相の殊勝性は，「か（の菩薩）が般若波羅蜜

を行ずる場合には，色に依らない，勝解しない，想を取らない(35)」，乃至，「そ

れは何故かというと，善巧方便の摂受するところにより，更に，何でも空性そ

れは色ではないまた，空性と別に色があるのでもない。色と別に空性がある

のではない」とより，色などとそれらの空性とが相互に(-)自性であると認

める（つまり）輪廻と涅槃とに無住であることを説示する意味をもって（説か

れ，また，「か（の菩薩）は般若波羅蜜を行ずる時に，もし何らかの法を認知す

るならば般若波羅蜜を行ずるのではない。認知する，認知しない，認知するこ

ともなく認知しないこともないならば，般若波羅蜜を行ずるのではない」とよ

り，乃至，「それは何故かというと，即ち般若波羅蜜は非有を自性とし」，「菩薩

はこの様に行ずるならば，一切相智性に隣近する (36)」とまでに説かれる。最上

法を忍ずるから，諸忍である。忍位を説ぎ了った。

一切法不生，首榜厳，宝印などの速やかに無上正等覚の因としての (p.64)三

昧を所縁として，諸（世）第一法位の所縁の殊勝性は「一切法不生と名づける

三昧ほ， (37)」とより，乃至，「百餘の三昧を主とした無量の三昧の説示をもって

（説かれる）。三昧の功能作用としての行相をもって，行相の殊勝性が「そのう

ち，首榜厳と名づける三昧は如何なるものか？ その三昧によって一切の三昧

の行境を感受する (38)」とより，乃至，一切の三昧の各々その作用を説示するこ

とよって（説かれる）。これが先ず世第一法の下位である。

中位の，授記を得ることとしての所縁の殊勝性は，「長老舎利子よ，（これら

の諸三昧により伺察する）菩薩摩詞薩は前世の諸如来・阿羅漠・正等覚者によ

(11) 
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り授記された (39)」等と説かれる。三昧の無分別の行相をもって行相の殊勝性が

「また彼（菩薩）はその三昧によって，‘‘私は入定している”，と入定するであ

ろう，入定してしまった，入定するとの慢心を起さない。この（菩薩）にはこ

れらすべての分別がなく，知覚されることもない。(40)」と（説かれる）。

上位の，般若波羅蜜などが相互に（一）自性であるという所縁の殊勝性ほ，

「即ち，長老舎利子よ，般若波羅蜜も三昧も菩薩も別のものではない。菩薩即

ち三昧である。 (41)」等（と説かれる）。三昧が無想を行相とすることによって，

行相の殊勝性は，「長老舎利子よ，かの善男子はその三昧に対して想を起こさ

ない。如何に想を起こさないのか？ 分別しないあり方でである。如何に分別

しないのか？ 一切法が非存在であるとしてである。 (42)」と（説かれる）。世間

的のものであって，無漏の諸法をもたらす最上のものであるから世第一法

(laukikagradharma)である。これは，出離するであろう，不離である，隣近

する，速やかに神通と三昧を得る，という四つの標挙の句によって順次に，四

種順決択分の意味を述べていると知るべきである。

この拡げて詳しく (pratana,舒）述べられた所縁と行相の要摂は（次の）七

偽である：

（媛の下位の）所縁は無常などで，（四）諦の所依である。その行相は貪欲

などの減である。三乗を得るための因である //27//

(p. 65) (媛の中位は）色などの増と減である。（上位は）施設と不可説であ

る。（頂の下位）色などに住しない。それらはその自性として無自性である

//28// 

（頂の中位）この二（色などと無自性）は相互に一自性のものである。そ

（色）の無常などに住しないこと，それらはその自性として空である。これら

は相互に一自性である //29//

（頂の上位）諸法を能取しない（何故なら）それらを相として見ないからか

らである。般若によって観察する，すべてを知覚することなしに //30//

(12) 
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（忍の下位）色などの無自性性， それは非存在を自性とする。（中位）それら

の不生， 不出離， 清浄。（上位）それらの無相性である I/31// 

その相に依止しないから無勝解， 無想。（世第一法の下位）三昧とその作用。

（中位）授記， 慢心の減。//32//

（世第一法の上位）
、

三者の相互にー自性。三昧の無分別。以上， 下・中・上

の順決択分である//33//43)

（四種）順決択分の所縁と行相と因の殊勝性と， 下・中・上の区別とを述べ

了った。

摂持 (sa:rp.parigraha) は後に述べるであろうから， 今は（四種）分別 との関

連 (samprayoga) を述べよう。そのうち， 見道の所対治分は四種の分別である。

どの様にかというと，所取分別が二種，即ち事物一般 (vastumatra) に依る（そ

れ）と（その）能対治に依る（それ）とである。"matra" という表現は特殊を

排除するためである。能取分別が二種， 即ち実有としての補特伽羅を依持とす

る（それ）と施設有としての補特伽羅を依持とする（それ）である。そのうち，

第一（媛）と第二（頂）の順決択分には順次に二種の 所取分別が（配せられ）

る。第三（忍）と第四（世第一法）には， 二種の 能取分別が（配せられ）る。

何故なら， 分別の特相に関する意味が，「須菩提よ，善哉，善哉。丁度汝を私が

無諄住の人々のうちの第一であると指摘したその様に（汝が）説くことは。 (44) 」

と説かれる。彼が無諄住の徳を持っていることは， 自他に依持した分別の生起

を減することに善巧であるから素晴らしいのであり， それについて知らしめる

ためである。

そのうち， 第一の所取分別は九種であり，

(1)無明によって如実でないものに執着することから， 無明分別 (avidya

vik;:Llpa) がある，「舎利子よ， それら諸法は凡夫異生達の執着のま汀こ諸法が

存在するのではない。（執着されて）あるのではないあり方で存在する，（従っ

て）この様 に存在していない (avidyamana), (p. 66)それ故に "avidya" と

(13)
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いわれる。 (
45

) 」と説かれている。

(2)色等の蘊の分別(rupadiskandha-vo)は，「舎利子よ，色ほ内空の故に存在
しない。 ……,(46) 」 ＇と説かれる。

(3)名色に対する執着の分別(namarupabhinivesa-vo)は，＇「そのうち，凡夫達

は無明と渇愛とに執着して， 両辺を知らず見ない， 諸法はその様には存在して

いない のに， 彼等は（それ ら ）諸法を分別して（その）名色に執着する。(47) 」

と説かれる。

(4)二辺に対する執着の分別(antadvayasakti-vo)は，「（彼等は諸法に執着し

て ， 存在しない二辺を分別する。）彼等は色を知らず見ない」， 乃至，「従って，

凡夫という数に数えられる。48) 」と（説かれる）。

(5)雑染と清浄に無知なる分別(sarµklesavyavadanajfi.ana-vo) は，「彼等は

無明と渇愛の縁を知らず見ない。 何を知らず見ないのかというと，色が（煩悩

に）汚されているということを知らず見ない。 同様に， 色が清浄であるという

ことを知らず見ない。」また，「彼等は欲界より出離しない」， 乃至，「声聞， 独

覚の法より出離しない。 (49) 」とまでに（説かれている）

(6)聖道に住しない分別(aryamargaprati�thana-vo) は，「彼等は信じない。

色が色として空であると信じない」， 乃至，「菩提が菩提として空であると信じ

ない。」また，「彼等は住しない。 般若波羅蜜に住しない。」乃至，「仏の不共法

に住しない。 (5
0)」と（説かれている）。

(7)知覚の分別(upalambha-vo)は，「舎利子よ， 菩薩摩詞薩は（般若波羅蜜

を行ずる時に）般若波羅蜜を知覚しない， 見ない， とこ の様に学ぶならば，彼

等は一切相智性を知覚しないあり方で出離する·….. (51)」と（説かれる）。

(8)我などの分別(atmadi-vo)は，「舎利子よ， 我を知覚せず見ない，（それが）

極清浄であるから。」， 乃至，「同様に一切相智性を… … (52) 」と（説かれる）。

(9)清浄に関する生起などの分別 (visuddhav uptadadi-vo)は，「舎利子よ，

清浄は不生， 不成， 不現行である。 (53) 」と（説かれる）。

(14 } 



Arya-Vimuktasena: Abhisamayalarμkara-Vrtti (IV) 112 

第一所取分別を説き了った。

第二，清浄一般を境とする（所取分別）を述べよう。これは清浄分のみの

蘊・処・界・縁起などの区別によって九種となる。 (p.67)そのうち，

(1)堆積の対象の分別 (r話yartha-vo)は，「彼は善巧方便を持たずに色を分別

し執着する」，乃至，「識を分別し執着する。 (54)」と説かれる。堆積の対象とは

蘊として対象であるからである。

(2) 生起門の対象の分別 (ayadvarartha-vo)は，「眼を分別し執着する」，乃至，

同様に「意を」，「色を分別し執薔する」，乃至，同様に「諸法を（分別し執着す

る） (55)」とまでに説かれている。生起門の対象とは処としての対象であるから

である。

(3)種姓の対象の分別 (gotrartha-vo)は，「眼・色・眼識（など）の (-t八）

界を分別し執着する。……(56)」と説かれる。種子の対象 (bijartha)は界とし

ての対象に他ならないからである。

(4) 出生の対象の分別 (utpadartha-vo)は，「無明を分別し執着する」，乃至，

同様に「老死を（分別し執着する） (57)」と説かれる。未出生のものから顕現す

る対象が出生の対象であるからである。

(5) 空性の対象の分別 (siinyatartha-vo)は，「彼は内空を」，乃至，「無自性空

を分別し執着する。 (58)」とまでに説かれる。唯単に非存在であることは（悪）

見の所作の能対治分として相応しくないからである。

(6)波羅蜜の対象の分別 (paramitartha-vo)は，「六波羅蜜を分別し執着す

る(59)」と説かれる。唯単に実体がない (avastu)ことは自利利他の完成の彼岸

に渡ることがないからである。

(7) 見道の分別 (darsanamarga-vo) は，「三十七菩提分法を分別し執着す

る。(60)」と説かれる。有（なるもの）の忍と知の諸刹那は離繋 (visa:rp.yoga)に

力を発揮するからである。

(8) 修道の分別 (bhavanamarga-vo)は，「彼は禅定と神通と無量と無色定を

(15) 
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分別し執着する。( 61)」と説かれる。

(9)無 学道の分別(asaik�amarga-vo)は，「彼は如来の十力を」， 乃至，「一切相

智性を分別し執着する。( 62)」と説かれる。 目的達成の 依り処として学（処 ）の

完成を限界とすべきであるからである。

第二所取分別を述べ了った。

実体としての補特伽羅に依止する第一能取分別を述べよう。 それは九種とな

るが，

(1)自立的な我の分別(savatantratma-vo)は，「舎利子よ， 我を知覚しない ，

有情， 命， 補特伽羅を知覚しない。•••」と， また「 それは何故かというと， 畢

覚清浄の故に ( 63), 我は存在せず知覚され ない。64)」と説かれる。 菫の考察はそ

（の我）の(p. 68)能対治であるからである。

(2)単一 の我の分別(ekatma-vo)は，「舎利子よ， 色を知覚しない」， 乃至，「 識

を知覚しない。( 65)」と説かれる。蘊としての 対象はそ（の一我）の能対治であ

るからである。

(3)作因としての我の分別(karat:iatma-vo)は， 「舎利子よ， 眼を知覚しない」，

同様に 意までを ， また ，「色を知覚しない」，乃至，「諸法 を 知覚しない。( 66)」と

説かれる。 処としての対象はそ（の作因 ）の我の能対治であるからである。

(4)見る主体 などの我の分別 (dra$tadyatma-vo) は，「舎利子よ， 眼と色と

（眼）識を知覚しない」， 乃至，「意と法と意 識を知覚しない ( 67)」 と説かれる。

界としての対象がそ（の見る主体 ）の能対治であるからである。

(5)雑染の依持たる我の分別(sarpklesadharatma-vo) は，「舎利子よ，縁起 を

知覚しない」，乃至，「無色界 を知覚しない。(
68)」と説かれる。縁起としての対象

がそ（の雑染の依持）の能対治であるからである。

(6)離欲 の依持たる我の分別(vairagyadharatma-vo) は，「初禅 を 知 覚 し な

い」， 乃至，「無色定を知覚しない。(69)」と説かれる。（四）禅と（四）無色の諸

支を所縁とすることを越えた離欲としての 対象がそ（の我）の能対治であるか

(16) 
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(7)見の依持たる我の分別 (darsanadharatma-vo) は，「（四）聖諦を知覚しな

い。(70)」と説かれる。（聖）諦を見ることとしての対象がそれの能対治であるか

らである。

(8)修の依持たる我の分別 (bhavanadharatma-vo) は「八解脱と九次第定を

知覚しない。(
71) 」と説かれる。 身証 (kayasak!?in) の者達にとって修としての

対象がそれの能対治であるからである。

(9)目的達成の依持たる我の分別 (krtarthatadharatma-vo) は，「十力を知覚

しない」，乃至，「一切相智性を知覚しない。 どの様に知覚しないのか。 我 と し

てである。 それは何故か。 我が極清浄であるからである。(72)」と説かれ，（この

ことがこれまで述べた）すべての場合に云われるべきである。

実体としての補特伽羅に依止した第一能取分別を述べ了った。

施設された人に依止した第二能取分別を述べよう。そ れを説明する (upanya

sa) ために，「世尊よ， 誰かが尋ねるでもありましょう：
“一体， この幻人は般

若波羅蜜を学んでから， 一切相智性を随得するのでしょうか,,' と。 … (73)」と

説かれている。 それは九種である：

(1)施設された蘊の分別 (skandhaprajfiapti-vo) は， 「須菩提よ，汝はどの様に

考えるか，色と幻とは別であると」，乃至，「識と幻とは別であると考えるか。世

尊よ， そうではありません。(
74)」と説かれる。 色 などは非実体のものとして，

堆積としての対象ではないからである。

(2)施設された処の分別 (ayatanaprajfiapti-vo) は， (p. 69) 「須菩提よ， 汝は

どの様に考えるか，眼と幻とは別であると考えるか」， 乃至，「意と幻とが別 で

ある」， 乃至，「法と幻とが別であると考えるか。 世尊よ， そう で は あ り ま せ

ん。(75)」と説かれる。 眼などが非実体として， 生起の門としての対象ではない

からである。

(3)施設された界の分別 (dhatuprajfiapti-vo) vま，「須菩提よ， 汝はどの 様 に

(17)
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考えるか， 眼と色と眼識とが幻と別であると考えるか。 … (76)」と説かれる。 そ

れらは非実体として， 種姓としての対象ではないからである。

(4)施設された縁起の分別(pratityasamutpadapra j ftapti-vo)は，「須菩提よ，

汝はどの様に考えるか， 縁起と幻とが別であると考えるか。 … (77) 」と 説かれる。

無明などは， 個別と総体との諸縁において自性空性であるから， 出生としての

対象ではないからである。

(5)施設された清浄の分別(vyavadanaprajfiapti-vo)は，「須菩提よ， 汝はど

の様に考えるか， 三十七菩提分法と幻とが別であると考えるか。 … (
78) 」と説か

れる。 それらは筏(kola)の管喩によって， 畢党（永久的）のものではないから

である。

(6)施設された見道の分別 (darsanamargapra j na pti-vo) は，「須菩提よ， 汝

はどの様に考えるか， 空・無相・無願と幻とが 別であると考えるか。 (79)」と説

かれる。 それらは所対治分と能対治分との集まりにすぎないから自性として円

満していないからである。

(7)施設された修道の分別(bhavanamargaprajfiapti-vo)は，「須菩提よ， 汝

はどの様に考えるか，禅・無色の諸定と幻とが別であると考えるか。 …

(80) 」と

説かれる。 それらは支分と所縁との超越によって実体のないものであるからで

ある。

(8)施設された勝進道の分別 (vise�amargaprajfiapti-vo)は，「須菩提よ， 汝

ほどの様に考えるか， 一切空性と幻とが別であると考えるか。 (81)」と説かれる。

それらは空性として妄分別されたものとして空であるからである。

(9)施設された無学道の分別(asaik�amargaprajfiapti-vo)は，「須菩提よ，汝

はどの様に考えるか， 十力と」，乃至，「一切相智性と幻とが別であると考える

か。 (82)」と説かれる。 それらは幻を自性とするから， 人(puru�a)として施設

される因相ではないからである。 諸蘊が幻と相互に（同一）自性であると認め

ることによって， また， 幻が生・滅などの否定の門より如何なるものも 一切相

(18) 
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智性への出離を知覚するあり方としてはそれへの出離があるとは認められない

ことによって，また，幻人としてまさに学ぶべしとの確定（印可）を知らせる

ことによって，また，「須菩提よ，汝ほどの様に考えるか，これらの五取蘊に対

して菩薩という想，名，施設，言説があると考えるか。 (83)」と蘊などに対して

“菩薩”という施設（をなすこと）を否定することによって， また「世尊よ，

(p. 70) 実に幻人は」，蘊などを夢• こだま・蜂堆・映像・化幻の比喩によって

非存在の自性としての比喩の対象を棄捨することによって，また， 「世尊よ，

実に如幻の色は」，乃至，内空によって諸蘊を知覚しないから比喩の対象とし

て適合しないということにより，心が倦退も驚怖もしないなどによって，「一

切智性に出離し，道智性に出離し，一切相智性を随得するであろう。 (84)」と（説

かれる）。事物の相を把えるのが想 (sarpjfia)である。事物を伴って“私”を

知るのが名 (samaj韮）である，例えば，自分が眼で色を見るなどである。所

知・能知，所取・能取の形態への執着を識らしめるのが施設 (prajfiapti)であ

る。種々の，他が捉えたものと捉えないものとの結びつ善を表現するのが言説

(vya vahara)である，例えば世間においてこれはティラカ樹，これはヤーバカ

（大麦バン），これは水，これはアジャラですという様にである。「退没しない

(navaliyate), 長縮しない (nasarpliyate), 後悔することがない (navipratis紅 i

bhavati) <85>」のこれら三句の説明句しま，順次に驚かない (nottrasyati),驚怖し

ない (nasarp trasya ti), 驚愕しない (nasarptrasam apadyate)の三句であ

ると知るべぎである。そのうち，場所を外れていることへの怖れが "uttrasa"'

誤った道の如し。それがないから "navaliyate"。連続的な怖れが ''sarptr函a"。

起った（怖れ）を取り除いていないからで，それがないから "nasarpliyate"。

驚愕へと定んで進むことが "sarptrasapa tti" である， それがないから "na

vipratisari bhavati"。そこで，第一所取分別にすべての事物に関わるものであ

るが，第二は清浄な事物に関わるもののみである，これが両所取分別の相違で

ある。この様にして，（次の様に）云われる：第一の所取分別は第二のそれで

(19) 
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もあるということが先の句にも（結びつく）。先ず最初のものが第二のそれで

もある，即ち例えば第一所取分別しますべての事物に関するものである様にであ

る。第二であっても，第一ではない，即ち例えば清浄のみに依止した第二所取

分別の様にである。結びつきの相違を述べた (86)。如述の分別の区別に関して，

中間の二偽が述べられる：

所取分別は事物とその能対治とに基づいて二種である。愚痴と堆積などの区

別によりそれらは各々九種である//34/ / 

(p. 71)能取分別は実体と施設とに依止したしものとして二種あると認めら

れる。自立的な我等の性質により，また蘊などに依止して，同様に（九種）

である //35/I (87) 

そこで，善巧方便と善友とほ饒益の相違である。そのうち，善巧方便に関し

て「心の不退没，不驚怖などの因より (88)」，乃至，色などの蘊について各々，

非常・苦・無我・寂静・遠離・空・無相・無願をもって，一切相智性と相応す

る作意により観察することとそれらの無知覚によって，まさにそれらについて，

一切相智性と相応する作意による非常などの法を説く布施波羅蜜，まさにそれ

らについて非常などの作意により捉われることがない (aparamr!?ti)戒波羅蜜，

同様に地界などについて六つの非常などの忍と喜楽を観察する忍波羅蜜，蘊な

どについて非常などの観察と無知覚を伴った一切相智性に相応する作意を失う

ことがない精進波羅蜜，小乗に相応する作意に余地を与えない禅定波羅蜜，蘊

などより不共（仏法）に至るまで，それらの空性をもってその空性の遮遣によ

って，また，それらとそれらの空性とが相互に同一性質であることを随知する

般若波羅蜜，一切相智性と相応する作意を離れ，波羅蜜， 乃至， 不共（仏法）

を修習し，それらを知覚する慢心による驚怖 (uttrasa)などによって，善巧方

便のないことを説いて (89) (その逆の）善巧方便の殊勝性が説かれる。善巧方

便を説き了った。

善友による饒益は「蘊など」乃至「不共（法）を非常などとして知覚しない

(20) 
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ことを説ぎ自己の善根を無上 (p.72)正等菩提に廻向する者達が善友である

として，また，諸波羅蜜を離れさせるために詩人の造る詩などを語ることによ

って，また，仏の姿をとって近づき，“汝にとって般若波羅蜜が何になるのか"

などの自分の行為と声聞（独覚）乗と相応する諸経などと，“汝には如何なる

菩提心もない"などの欺眺を説<. また，眼などの処，乃至，「不共仏法が，

我・我所として空であるならば，無上正等菩提の現等覚が何になろうか。」とい

う，また，同様にこいで法を欺いて説く説法者としての魔の所説を独覚・和

尚•阿闇梨・同梵行者の姿をもって説かれるところと，乃至，“これらは魔業

である”と（菩薩に）説かないでろう，これも悪友であると知って，彼は捨て

去るべきである，と悪友の特相を述べることにより (90), 善友の殊勝の意味が

（説かれている）。饒益に関する中間の1易に説かれる：

心の不退没など，無自性などを説示する，あらゆる場合にその能対治を捨て

ることが饒益である //36/I (91) 

順決択分 (nirvedhabhagiya) という場合に，観察するから vedha, 無分別

に観察するのが nirvedhaである。四種の所取・能取分別の区別の対治があっ

て見道がある。その（見道）一分をもたらすものとして役立つから nirvedha-

bhagiyaである (92)。順決択分を説き了った。

注

(1) alambanata aka.rad dhetutvat samparigrahat/catur-vikalpa-sa:qiyoga:qi 

yathasva:qi bhajata:qi sata:qi, //25// 

sravakebhya}:i sa-khaQgebhyo bodhisattvasya tayina}:i/m:rdu-madhyadhi-

matraIJ,am u~madina:qi visi~tata //26// 

（ H. AMANO: A STUDY ON THE ABHISAMAYA-ALAMKARA-KARI 

= KA-SASTRA-VRTTI, p. 34). 

(2) Dutt, p. 119, 1. 12,-...., , D124b7,-....,125a3, P 14lb4~ 141b8 (大正 44a,-....,,D120b7, 

P 12lb8). 

(3) Dutt, p. 119, 1. 19, D 125a4, P 141b8-(大正 44a,D 121a5, P 122a6~). 

(4) Dutt, p. 122, 11. 4-8, D: 127b4, P 144b見（大正 45a,D 124a6, P 125 a4~). 

(5) Dutt, p. 120, I. 5,.._, , D 125a7, P142a5~ (大正 44a,D 121a7, P 122a7~). 

(21) 
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(61) Dutt, p. 149, I. 22, D 159b7, P 179b5-6 (cf. 大正 52c,D 158a2, P 157b8-

158糾）．

(62) Dutt, p. 149, I. 23, D 159b7-160a1, P 179b6-7 (大正 52c,D 158a4, P 157b8). 

(63) Skt. atyantataya, Tib.: sin tu rnam par dag pal.ii phyir, Ch. 畢党浄故。

(64) Dutt, p. 150, I. 3, D 160a1-2, P 179b8 (大正 52a,D 156a1, P 155b8ー156a1).

(65) Dutt, p. 150, I. 6, D 160a3, P 180a2 (cf大正 52a,D 156a2, P 156a1). 

(66) Dutt, p. 150, I. 7, D 160a4, P 180a3 (cf大正 52a,D 156a2, P 156糾）．

(67) Dutt, p. 150, I. 9, D 160a5, P 180a4 (cf大正 52a,D 156a2, P 156a1). 

(68) Dutt, p. 150, I. 10, D 160a6, P 180研（大正 52a,D 156a3, P 156a3). 

(69) Dutt, p. 150, 11, 10-11, D 160a6, P 180a6 (cf. 大正52a,D 156a5, P 156aり．

(70) Dutt, p. 150, I. 11, D 160a7, P 180a7-8 (大正 52a,D 156a3, P 156aり・

(71) Dutt, p. 150, I. 12, D 160a7, P 180a7ー8(cf. 大正 52b,D 156a5, P 156a4-5). 

(72) Dutt, p. 150, 11. 13-15, D 160b1, P 180a8-b1 (cf. 大正 52b,D 156b1, P 156a8). 
(73) Dutt, p. 150, 11. 17-18, D 160b2-3, P 180b2ー（大正 53a-b,D 158b5-6, P 158 

bs-a). 

(74) Dutt, p. 151, 11. 6—7, D 160b7, P 180b8ー181叫（大正 53b,D 159a3, P 159aり．

(75) Dutt, p. 151, 1. 8,-..,, D 161a1-2, P 18ta2~ (大正 53c,D 159a4-5, P 159aり．

(76) Dutt, p. 151, I. 13,-..,, D 161a3, P 181a4~ (大正 53b,D 159a5, P 159a4-5). 

(77) Dutt, p. 152, I. 3, D 16lb6, P 182a1~ (cf大正 53b,D 159b2, P 159bり．

(78) Dutt, p. 152, I. 7, D 162a6, P 182b2, (cf大正 53b,D 159b2-3, P 159bり．

(79) Dutt, p. 152, I. 6, D 162a7, P 182b3-4, (cf大正 53b,D 159b3, P 159b町．

(80) Dutt, p. 152, 1. 11, D 162b1, P 182b5-6, (cf大正 53b,D 159b3, P 159b3). 

(81) Dutt, p. 152, I. 13, D 162b3, P 182b7, (cf大正 53b,D 159b3, P 159b列

(82) Dutt, p. 152, I. 15, D 162b4~ごP182b8 (cf. 大正 53b,D 159b3, P lt>9b3). 

(83) Dutt, p. 153, I. 11, D 163b6, P 184a4, (cf. 大正 53c,D 16la1-2, P 160b8~). 

(84) Dutt, p. 154, I. 5, D 164b6, P 185a6-7, (cf大正 53c,D 161b2, P 16lb2). 

(85) Dutt, p. 154, I. 11, D 165a1, P 185b1 (大正 54a,D 162b4, P 162bり

(86) 「Nirvedha-bhagiyaについて」．『印仏研」 20-2, 昭47.3,pp.48-50, 参照。

(87) dvaividhyarμgrahya-kalpasya vastu-tat-pratipak~atal;l/moha-rasy-adi

bhedena pratyekarμnavadha tu sal;l / /34// 

dravya-prajfiapty-adhi~thano dvividho grahako matal;l / svatantratmadi-

riipel).a skandhad y-asra ya tas ta tha //35 // 

(AMANO, op. cit. pp. 44, 46). 

(88) Dutt, p. 154, 11. 22,-..,23, D 165a2, P 185b3-5 (大正 54a,D 162b4~, P 162bり・

(89) Dutt, p. 156, I. 2, D 167b見P188b5 (大正 55a,D 166b5, P 166bり

(90) Dutt, p. 160, I. 13, D 175b5-6, P 197b5 (大正 56c,D178b5, P 179a2). 

(91) cittanavalinatvadi-nail;lsvabhavyadi-desakal_i / tad-vipak~a-parityagal_i sar-

vatha samparigrahal_i //36// 

(24) 
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(AMANO. op. cit. p. 48). 

(92) See, 「nirvedhabhagiyanitiko'rthal)./vidha vibhage/niscito vedho nirvedhal). 

aryamargas tena vicikitsa prahiil).iit satyanarp. ca vibhajanad idarp. dul).kha-

mayarp. yavat marga iti/tasya bhago darsanamargaikadesal)./tasyavahaka-

tvena hitatv函nnirvedhabhag1yani/」(P.Pradhan, ed. Abhidharmakosha-

bhiif?ya of Vasubandhu, Patna, 1967, p. 346, 11. 2-5; S. D. Shastri, ed. p. 

914, 11. 7-10). 

(25) 
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Arya-Vimuktasena:''Abhisamay血,rp.k五ra-V :rtti" (IV) 

Hirofumi ISODA 

The translation, succeeding to Arya-Vimuktasena: Abhisamayala
rpkara V:rtti (III) (Bunka, 45, 3.4), follows L'ABHISAMAYALA]\1KARA 
V�TTI DI ARYA-VIMUKTISENA (primo abhisamaya, ed. C. Pensa; p 
53, 1. 7-p. 72, 119) and the corresponding readings of the Tibetan version 
(D No. 3786, P No. 5185). 

In the passages quoted from Pancav叩atisiihasr遁Prajniipiiramitiis励tra,
I have consulted the text (the Paficavirpsatisahasrika Prajnaparamita ed. N. 
Dutt, 1934, p 119, 1. 11 p 160, 1. 14) and the corresponding readings of the 
Tibetan version (D No. 3790, P No. 5188), besides, the readings of various 
Chinese versions (大正 Nos. 220 第二会， 221,-...,23) as an representing 
older text. 




